
日本基督教団八ヶ岳教会 主日礼拝 NO.1351 2024年 10月 20日 10:30~

前 奏 黙想

讃 美 歌 11 あめつちにまさる

祈 禱

信仰告白 使徒信条 566
聖 書 ダニエル書 9:9，18

マルコによる福音書 5:1~20
讃 美 歌 194 さかえにみちたる

説 教 『 主の教会の建築 』

並木せつ子 牧師

祈 禱

讃 美 歌 501 いのちのみことば

献 金

讃 詠 547いまささぐるそなえものを

主の祈り 564
頌 栄 544 あまつみたみも

祝 禱

後 奏

＜自己紹介に代えて＞ 日本基督教団隠退教師 並木せつ子

2年前、ロシアが突如ウクライナに攻め込んだ時、私はマケドニアのアレキサンドロスのパレスチ

ナ侵攻を思い出した。紀元前 334年のことである。イスラエルの民は既にカルデア人に国を滅ぼされ、

残忍極まる異邦人の支配に苦しんでいたが、前 4世紀末以後は、ギリシャ化によってヘブライ人を徹

底的に滅ぼそうとする弾圧に抵抗しなければならなくなった。ダニエル書が書かれたのはこの時代で

ある。

この迫害はすさまじく、神殿にギリシャの神々の像が持ち込まれ、イスラエルの神に献げ物をしよ

うとする人々が殺されたという。それから 2世紀以上が経ち、イエス様はギリシャによって植民地化

されたパレスチナの、ガダラ人の土地を訪れた。イエス様の時代には、この地の異邦人もユダヤ人も

ローマの軍隊の支配に苦しんでいた。悪霊がレギオンいるというのは、ローマ兵の一連隊 6000 人を意

味する。昔、この地を占領し、入植した異邦人もイスラエル人と同様、ローマの占領軍による略奪、

殺戮、暴行にさらされていた。激しい痛みを抱える人がいても少しも不思議はない。

神学者の W.Barclay は、イエス様が、正気に返ったこの人をお供させなかった理由を考察する。「彼

はキリストの証人となろうとしていた。キリストが一人の人に何をなし得るかということの生き証人、

反駁できない証人になろうとしていた。彼は、やがて時が来たときに、大きな収穫をもたらす最初の

種になろうとしていた。キリスト教とギリシャ文明との最初の接触はデカポリスの地方でなされた。

いつの日にか、ギリシャ人の理性と精神の中で開花するものであったすべてのキリスト教の栄光が、

悪霊につかれていて、キリストに癒されたこの人から始まったのである」と。

イエス様の癒しの奇跡には、人の想像を絶する恵みが隠されているのではないか。世の人が「役に

立たない」、「邪魔だ」と思って排除している人々。この貧しい小さな人々を、主が大切にしてくださ

るのは、彼らに何か特別な使命が与えられているからではないかと私は思う。それは父、御子、聖霊

の神様の中にある喜びを、救われた身をもって証しする使命なのではないか。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

誕生：1948 年 5 月 24 日岩手県に生まれる。76 歳

子供の頃から、人の老いに注目した。大学の卒論テーマは、老人の役割についてだった、昭和 46

年卒業の春、有吉佐和子の『恍惚の人』が社会に衝撃を与えた。学校教師としては総じて生徒に信頼

されたが、バブル末期から、親世代が子供に依存し支配する時代になったので、赴任した教会では若

者には近づかず、もっぱら高齢世代と病気、障害に苦しむ人々との交わりによって、主の恵みを受け

教会に仕えた。後に続く世代に善いもの(天の財産を受け継ぐ教会)を遺すことは、先に世を去る者の

喜びであり、祈りである。

本日の礼拝は、並木せつ子牧師にお願いしました。10/21(月)10:00～11:30 八ヶ岳教会の甲府聖研

(YMCAにて)。10/23(水)1:00～3:00マリア・マルタの会(集会所で手仕事をしながら)。次主日 10/27
は宗教改革記念日の礼拝、聖餐式と入会式を行います。「いき」10月号ができました。

礼拝堂・集会所の住所：408-0012山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3
連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205北杜市明野町浅尾新田 1324 TEL 0551-25-4008
ﾒｰﾙkomechan.olive @ orange.zero.jp HPは「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。


